
 
 
 
 
 
 
 

第 1543 回例会 20 年 9 月 8 日(月) 
12：30～ 於：海南商工会議所 4F 

 

１．開会点鐘       
２．ロータリーソング      「四つのテスト」 

３．出席報告  

会員総数68名 出席者数46名 出席免除会員1名 

  出席率 68.66％ 前回修正出席率 74.63％ 

 

４．会長スピーチ      会長 宮田貞三君 

皆様今日は。クラブよ

り、先週、辻さんの息子

さんの御結婚のお祝いを

しました。 

9 月 7 日の米山委員長

会議に、岸さん、出席御

苦労様でした。また、先

週、海南三クラブ合同の

ガバナー公式訪問例会、

親睦委員会、初め、会員

の皆様には大変御苦労をおかけしました。おかげさま

でガバナー公式訪問を無事終えることができました。

有難うございました。 

例会前の会長幹事の懇談会では、当クラブの活動計

画書に四つのテスト、日本語、英語、両方掲載してい

ると褒めていただき、そして、英語をよく読んで理解

するように言われました。それから勝野ガバナーより

１時間四つのテストについてじっくり話を伺いまし

た。お酒が入ってからの懇親会では、勝野ガバナーは、

始終笑顔になり、お酒の有難さを知りました。今年の

IM は昨年までとは違い、懇親会に力を入れて楽しい

IM にします。大勢参加して下さい。ロータリーを楽

しもう言われていました。 

地区大会でも懇親会をして下さいと提案しました

が、地区にお金がないと一言。それよりお寺に遊びに

来て下さいと言ってくれました。当クラブ 68 名です。

バスで行きますと答えると、食事の用意する人一人な

ので 20 人までにしてほしい等、色々話をさせていた

だきました。それから勝野ガバナー、岡副代表幹事、

小池ガバナー補佐より忌憚のない助言いただきまし

た。最後までお付き合い頂いた皆様お疲れさまでした。 

本日、寺下さんより 5/16 世界社会奉仕のゼフ島訪問

の報告があります。よろしくお願いします。 

５．幹事報告 

○メーキャップ 

 海南 RC 中村雅行君 9 月 3 日 

○例会臨時変更のお知らせ 

 和歌山北 RC 9 月 22 日(月)→9月 22 日(月) 

18：30～ 和歌山東急イン 

（和歌山東 RC との合同ガバナー公式訪問例会） 

             10 月 6 日(月)→10 月 4 日(土) 

 18：00～ 鳴門市 エクシブ鳴門 

（秋の親睦家族例会） 

 有田 2000RC  9 月 24 日(水)→9月 24 日(水) 

18：30～  橘家 

６．会員卓話 

世界社会奉仕(WCS)海外視察の報告 

           地区ＷＣＳ委員 寺下 卓 

 2007-2008 年度の海外視

察として、2008 年 5 月 15

日～18 日の４日間、フィリ

ピンの国際ロータリー第

3860 地区（セブ島）を視察

いたしました。３年前から

毎年実施しているタイ、イ

ンドネシアに続いての実

施で、同地区の WCS プロジ

ェクトを実際に現地で直

接、確認するとともに同地区の多くのロータリアンと

友好を深めることを目的としています。当クラブから

は、宮田貞三さん、林 孝次郎さん、花田宗弘さん、

阪口洋一さんと私の５名が参加しました。また、地区

からは、平原ガバナー、小島パストガバナーをはじめ、

１７クラブ４３名が参加しました。 

 今回の視察は当クラブが世話クラブとして準備し、

事前に支援要請があった現地 8 クラブのプロジェク

トに2640地区から９クラブが支援するとともに2640

地区が 3860 地区の 100 万本のマングローブ植林プロ

ジェクトに支援金を手渡しました。 

フィリピンが抱えている問題は、水管理、識字、保

健・飢餓問題に至るまで、ＷＣＳが取り組んでいる支

援活動と大きな関わりをもっています。当クラブから

も、これまで水対策や生活環境の改善、人口問題、医

療・出産・健康管理、孤児問題、就業問題など６年前
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から、多くのＷＣＳ

プロジェクトに取り

組んできました。特

に今回の視察では、

第3860地区が全体で

取り組んでいる「100

万本のマングローブ

植林プロジェクト」と第 3860 地区の８クラブの各プ

ロジェクトを中心に視察致しました。フィリピンでは、

最近の世界異常気象による被害の最大国の一つで、嵐

や洪水によって多くの死者が出るなど何億円にも相

当する被害が出ました。マングロープは、沿岸地域の

環境を守る上で重要

な役割を果たしてい

ます。しかし、年々、

魚やエビの養殖用生

簀、塩田、それに埋め

立てや工業地に転用

のために伐採され、そ

の面積は減るばかり

です。セブ地域に残っているマングロープの森の面積

も非常に少なくなっています。私たちはこのマングロ

ーブの再生に取り組むロータリアンとともに植林現

場を見ました。マングロープの繁殖している地域は、

海産物食料を入手する上で非常に重要な場所となっ

ています。多くの周辺住

民は生活の糧を失い貧困

に喘いでいます。私たち

は環境問題を単に地球温

暖化といった大きな問題

意識だけでなく、貧困の

中で自然と直接関わり、

生活している人たちを見

ることで、あらためて、

このプロジェクトの重要さを認識しました。 

 さらに、今回の支援プロジェクトでは８グループに

分かれ、現地８クラブのプロジェクトを視察しました。

①セントラル マクタンＲＣの身障者就業支援等プロ

ジェクト(御坊東ＲＣ支援)②マクタンＲＣの託児所

支援、井戸・給水、貧民街の就業・医療支援プロジェ

クト(新宮ＲＣ支援)③バニラドメトロＲＣの貧困地

域の職業（縫製・ミシン）支援プロジェクト(御坊Ｒ

Ｃ支援)④マンダウエノースＲＣの山岳地域の井戸給

水、小学校の教育支

援プロジェクト(高

野山ＲＣ・堺泉ヶ丘

ＲＣ支援)⑤マンダ

ウエイーストＲＣ

の身障児の車椅子、

レイテ医療支援プ

ロジェクト(海南東

ＲＣ支援)⑥メトロマンダウエ2006ＲＣの貧困者の医

療（白内障手術等）支援プロジェクト(りんくう泉佐

野ＲＣ支援)⑦メトロセブＲＣの離島の照明設備等支

援プロジェクト(海南西ＲＣ支援)⑧コンソレーショ

ンＲＣの山岳地域の採水、ろ過、貯水タンク等の水支

援プロジェクト(有田 2000ＲＣ支援)です。各グルー

プは、朝から夕方まで、現地ロータリアンと一緒にプ

ロジェクト現場を訪ね、プロジェクトの説明と受けま

した。総合的に感じたことはフィリピンにおける社会

情勢から、多くの問題を

抱えており、プロジェク

トは一つにとどまらず、

あらゆる角度からの支

援がロータリーに求め

られていることです。こ

のため、各クラブから要

請があったプロジェクト以外にも現地のクラブでは、

多くの支援、奉仕活動を展開しており、現在進行中や

未完了のプロジェクトが山積していました。訪問した

クラブのメンバー数は概ね約２０名～３０名のとこ

ろが殆どで、少ないメンバー数の中で、ＲＣＣ(ロー

タリ地域社会共同体)と協力し、活動しています。フ

ィリピンは７０％以上の国

民が貧困層といわれていま

す。政府、地方行政の施策

や対策、社会整備の立ち遅

れも問題です。その結果、

貧しく困っている人たちは

後を絶たず、悪純化に陥っ

ています。こうした状況の

中でも、現地のロータリー

は、地道に支援活動に取り

組んでいます。また、今回、

出会ったフィリピンの子供たちは、笑顔を絶やさず、

たくましく生きている姿が印象的でした。私たちは直

接、目にすることはありませんでしたが、貧しさゆえ

に親に捨てられた多くのストリートチルドレンが存

在することも事実です。一方、私たちが宿泊したホテ

ルは国際的な観光リゾート地で、きれいなビーチやレ

ストラン、娯楽施設がある快適なところでした。自由

時間のショッピングも近代的な巨大ショッピングモ

ールでした。何れも、ＷＣＳの視察地で見た貧困家庭

の集落やスラム街とは別世界です。また、視察中は、

白バイの先導による送迎。スケジュール時間の遅れや

現地とのコミュニケーション不足から視察後の友好

合同例会が、なんと地区ＰＥＴ前夜祭への特別参加に

なるなど、いろいろなハプニングもありました。 

今回の海外視察を通して我々は、同じロータリアン

として、フィリピンが抱えている多くの問題点を再認

識しました。また、いつもながら日本との大きなギャ

ップも感じす。そして、これからの現地のＷＣＳの取

り組みも非常に険しく、長い取り組みになります。視

察によって、直接、プロジェクト現場に赴き、自分自

身が見聞きし、肌で感じたことで、ロータリーが展開

するＷＣＳ活動の必要性をあらためて再確認した次

第です。みなさんも機会があればご参加ください。そ

して、今回も皆さんのご協力によって、無事に海外視

察を終えられましたことに感謝申し上げます。今後も

ＷＣＳ活動に格別のご理解とご協力をお願いします。 



７．閉会点鐘 

 

次回例会 

第 1544 回例会 平成 20 年 9 月 22 日(月) 
 12：30～ 海南商工会議所 ４Ｆ 

社会奉仕委員長会議・財団委員長会議の報告 
 

 

 

 

 

Happy birthday 

 
 
○会員誕生日 

１日 桑添 剛君   １７日 柳生享男君 
８日 上芝良造君   １８日 荻野昭裕君 
９日 山田耕造君   ２５日 大谷 徹様 

１２日 吉田益巳君   ２８日 岸 友子様 
１６日 大澤祥宏君 

○奥様誕生日 

 ４日 深谷恵子様   １４日 吉川かつ美様 
 ８日 柳生多恵子様  １８日 田中順子様 
１１日 大江由美子様  ２０日 山畑雅志様 

○結婚記念日 

１７日 辻 秀輝君   ２９日 魚谷幸司様 

１７日 柳生享男君 

○会員誕生日 

  ５日 上野山雅也君  ２２日 吉野 稔君 
 １１日 宮田貞三君   ２３日 上中嗣郎君 
 １７日 向井久佳君   ３１日 口井健司君 
 ２１日 吉川博之君    
○奥様誕生日 

  １日 井本加栄子様  ２０日 前田夏乃様 
  ９日 桑添養子様   ２７日 中村友紀様 
○一般ニコニコ 

辻 秀輝君 息子の結婚祝に「祝電」有難うござい

ました！なた、次男の健二郎が「内覧

会」を開きます。見に来てください。 

山田耕造君 緑化センター ハスの花会で銀賞いた

だきました。県展で２点入選しました。

花畑さんにお世話になりました。 

阪口洋一君 ガバナー公式訪問お世話になりました。 

宮田貞三君 ガバナー公式訪問お世話になりました。 

柳生享男君 9 月 6 日に高校同窓会コンペで優勝し

ました。 

寺下 卓君 本日 卓話よろしくお願いします。岡

田先生復帰の OG 会お世話になりまし

た。楽しかったです。 

山名正一君 先週、ガバナー公式訪問 無事終える

ことが出来ました。理事・役員ならび

に各委員様ご苦労さまでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリーの地図に 

新たな国(キリバス)が加わる 
島国のキリバスに初めてロ

ータリークラブが結成された。

会員は、8 月に 1 週間をかけ

てその結成を祝福ました。 

8 月 11 日、エド・フタ（布

田）RI 事務総長が RI 理事会

を代表して、キリバス共和国、

ライン諸島のキリティマテ

ィ・ロータリークラブの加盟を承認し、200 以上の国

と地域から成るロータリーの地図に新たな国が加わ

りました。「ロータリーは、キリティマティ島（旧ク

リスマス島）の人々の生活を改善するために、前向き

で重要な影響をもたらすでしょう」と話すのは、ル

タ・ウアティオア・クラブ

会長です。「ロータリーは、

リーダーシップの象徴で

す。このリーダーシップを

母国において実践しよう

と私たちの胸は高鳴って

います」8 月 23 日、35 人

の会員が、第 9920 地区な

らびに米国から招待され

たロータリアンとともに、

1週間にわたる祝祭の幕開けとなる第1回公式クラブ

例会を開きました。1 週間の祝祭行事の一部として、

キリティマティ・クラブの会員は、今後のプロジェク

トについて調査するために学校と病院を訪問しまし

た。この訪問に同行したのは、米国コロラド州のコマ

ース・シティ・ロータリークラブの会員たちです。同

クラブの会員は、以前にキリティマティ島で複数の世

界社会奉仕プロジェクトを実施したことがあり、キリ

バスにロータリーを紹介する上で大きな役割を果た

しました。コマース・シティ・ロータリークラブの会

員、ジョージ・メイビーさんは、シャロン夫人ととも

に、これまでに何度もキリティマティ島を休暇で訪れ

てきました。2006 年の休暇中、メイビーさんは、自

身のクラブが現地の人々への援助に携わるべきだと

確信しました。1年後、コマース・シティ・ロータリ

ークラブは、医療や水質の改善、教育の機会を広める

ことを目指した複数の世界社会奉仕プロジェクトを

開始しました。その後、同クラブは、キリバスにクラ

ブを結成するために既に RI とともに取り組んでいた

ウォーリック・プリース第 9220 地区元ガバナーと協

力することになりました。メイビーさんとフィジーの

スバ・イースト・ロータリークラブの会員は、仮クラ

ブを支援するために、キリティマティ島を幾度か訪れ

ました。 



キリバス共和国は、太平洋に 3,800 キロにわたって

散らばる 33 諸島から成り、その人口は、105,000 人

以上です。キリバスには、ギルバート諸島、フェニッ

クス諸島、ライン諸島の 3つの主な行政区があります。

1995 年、キリバスは、これまで同国を 2 つのタイム

ゾーンに分けていた 国際日付変更線 の修正を請願

し、国際的な注目を集めました。現在、国全体が、ジ

グザグの日付変更線の西側に位置しています。キリバ

スは国の所得の大部分を、入漁許可、開発援助、観光

業などから得られる海外からの収入に頼っています。 

「キリバスの国民は、これまでずっと援助の受け入

れ側となっていました」とウアティオア・クラブ会長

は話します。「初のロータリークラブが結成されて、

私たちの会員は、援助の提供者になることができま

す」キリティマティ・ロータリークラブが現在取り組

んでいるプロジェクトには、バナナ・ビレッジ医療診

療所の改修作業の完了、島内の 6つの学校でのトイレ

の建設、米国コロラド州のブライトン・アーリー・ロ

ータリークラブから寄贈された辞書の配布、歯ブラシ

と歯磨き粉の配給などがあります。 

「将来の明るい兆しが感じられます。ロータリーは、

キリティマティ・クラブのますますの成功、そしてキ

リバスにまた新たにクラブが生まれることを期待で

きるでしょう」とメイビーさん。「キリバスの国旗を

バーミンガムの RI 国際大会で見られることをとても

楽しみにしています」 

 

クリンギンスミス氏が 

2010-11 年度 RI 会長に指名される 
米国（ミズ

ーリ州）、カー

クスビル・ロ

ータリークラ

ブに所属する

レイ・クリン

ギンスミス氏

が、2010‐11

年度 RI 会長

指名委員会に

より選出されました。対抗候補者がいない場合は、10

月 1 日をもってクリンギンスミス氏が会長ノミニー

となります。 

ミズーリ大学で経営学および法律の学位を取得し

た後、ロータリー財団国際親善奨学生として、南アフ

リカのケープタウン大学へ留学し、大学院生としての

研究を終えました。1973 年より、カークスビルにあ

るノースイースト・ミズーリ州立大学（現在はトルー

マン州立大学と改称） で総合弁護士と経営学の教授

を務め、1995 年に退職しましたが、その間 5 年にわ

たり、管理学部長の地位も修めました。現在は弁護士

事務所を経営するクリンギンスミス氏ですが、2001

年から 2004 年にかけては、郡政委員を務めたほか、

1971 年からは、メーコン・アトランタ州立銀行の理

事を、1982年からはChariton Valley Association for 

Handicapped Citizens（シャリトン・バレー障害者協

会）の会長を務めています。ジュディー夫人との間に

は、子供が二人、孫が三人います。1961 年にロータ

リアンとなって以来、地区ガバナーを経て、1998 年

規定審議会（インド、ニューデリーで開催）ならびに

2008 年ロサンゼルス国際大会委員会の委員長として、

RI に奉仕してきました。1985-87 年度には RI 理事と

なり、1986-87 年度には理事会執行委員会の委員長を

務めました。2002 年にはロータリー財団管理委員と

なり、2005-06 年度には副委員長を務めました。また、

大口寄付者でもあり、財団の功労表彰状と特別功労賞

の両方を受賞しています。さらに、ミズーリ州発育障

害者のための計画審議会（Missouri Planning Council 

for Developmental Disabilities）による保護者・介

護者賞（Parent/Caretaker Award ）、社会奉仕に対す

るトーマス D. コシュラン賞（Thomas D. Cochran 

Award）、ミズーリ州司法協会青年弁護士会による表彰、

自身が理事を務めたこともある米国ボーイスカウ

ト・グレートリバー地方連盟による Silver Beaver

賞など、地域社会で数々の表彰を受けています。 

ロータリーの最盛期はこれからやってくる、とクリ

ンギンスミス氏は信じています。「世界をより良くす

るために影響を与えるロータリアンの力と評判は、こ

れまでになく高くなっていると思います。ロータリー

の未来は明るいのです」とクリンギンスミス氏。「RI

の長期計画とロータリー財団の未来の夢計画は、未来

へのロードマップ（具体的計画）として優れています。

しかし、協同パートナーの選定や、若年会員の勧誘、

また、もっと若いリーダーが地区ガバナーとなれるよ

う地区に変革を促していくことについて数々の決断

を下していくには、リーダーたちが型にはまらないビ

ジョンと賢明さを持ち備えていなければなりません」 

 

 

 

 

 

エコストーブで室内空気汚染を軽減 
アメリカ・アラバマ州のマディソンロータリークラ

ブは、今年初めからの継続事業として、中米ホンジュ

ラスの村の 47 世帯にエコストーブを設置。室内空気

汚染を低減するとともに、燃料となる木材の量を減ら

すことにも貢献しました。 

その村では以前、泥を固めたストーブを使っていま

した。世界保健機関（ＷＨＯ）によると、そのストー

ブを使用した場合、室内の空気汚染が許容基準の 20

倍以上になると報告されています。 

マディソンロータリークラブでは昨年、ホンジュラ

スでほかのロータリアンたちとの事業に参加した際、

エコストーブ事業を発案。今回、室外への排気口を備

えた箱型のストーブを設置することで、室内の空気汚

染を低減させ、燃料となる木材も以前の 20％の量に

抑えられるようにしました。 

会報・ＩＴ委員会   委員長 西川 富雄  副委員長 吉野 稔  委員 山東 剛一、田村 能孝、吉田 昌生 山畑 弥生


